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はじめに　 「他者の視点取得」をとおした
現代韓国の合理的理解

浅羽　祐樹

「史上最悪の日韓関係」から「同志国／パートナー」へ

　「史上最悪の日韓関係」といわれていましたが，韓国で 2022年
5月に政権が交代し，尹

ユン

錫
ソン

悦
ニョル

が大統領に就くと，一転したように
みえます。旧朝鮮半島出身労働者（強制労働被害者）問題（以下，徴
用工問題）に関する韓国司法の判決について，日本政府は「国際法
違反」と断定し，是正を求めていましたが，尹大統領は 23年 3月
に韓国政府の責任で解決すると明言しました。これを契機に，日韓
シャトル外交が復活し，いまや政府間関係は全面的に正常化しまし
た。
　さらに，北朝鮮の核・ミサイルに対する「脅威」認識や「台湾海
峡の平和と安定」の重要性なども共有することで，日米韓の安保連
携が内実化しつつあります。共同で軍事演習をおこない，ミサイル
発射に対するレーダーの情報を即時に共有することで統合抑止力を
確保しようとしています。
　日本政府は 22年 12月に国家安全保障戦略を策定しましたが，
そのなかで「日米同盟を基軸としつつ，日米豪印（クアッド）など
の取組を通じて，同志国との協力を深化し，FOIP（自由で開かれた

インド太平洋）の実現に向けた取組を更に進める」と表明していま
す。FOIPは日本が掲げた秩

ビ ジ ョ ン

序構想ですが，「インド太平洋」と
「北大西洋」（欧州＋北米）の平和と繁栄はつながっている

4 4 4 4 4 4 4

ものとし



はじめに　「他者の視点取得」をとおした現代韓国の合理的理解

2

て理解されます。それだけ，ユーラシアの東西において力によって
現状を一方的に変更する試みや勢力が現に存在し，その対処が喫緊
の課題になっているというわけです。日韓両国は 22年以降，オー
ストラリアやニュージーランドとともに NATO（北大西洋条約機構）

首脳会談に 3年連続で参加しています。
　日韓は同盟関係にはありませんが，ユーラシアの東側，「西太平
洋」で「最前線」に立っています。そうしたなか，互いに「同志
国／パートナー」として位置づけつつ，「自由守護」の旗幟を鮮明
にしています。韓国も 22年 12月に「自由・平和・繁栄のインド
太平洋戦略」を策定しました。

年齢層・世代ごとの「韓国」観

　韓国に対する見方の変化は市民のレベルでも確認できます。
　内閣府が毎年実施している「外交に関する世論調査」では，12

年に「韓国に親しみを感じない」が「感じる」を上回って以来，感
情面でも疎遠な状態が続いていましたが，23年に再び，「感じる」
（52.8％）が「感じない」（46.4％）より高くなりました。12年は
慰安婦問題，李

イ

明
ミョン

博
バク

大統領の竹島上陸（独
トク

島
ト

訪問），「日本の国力低
下」発言，「日王（天皇）謝罪」発言などがあり，日本の韓国に対
する見方が一気に悪化した年です。
　再逆転が起きたわけですが，この間も，20代で逆転したのは
16年・18年・19年のみで，ほかの年齢層とは明らかに異なる傾
向がみられました。23年現在，「親しみを感じる」（66.5％）は
「感じない」（33.8％）の 2倍で，国民全体の平亜値と比較しても
13.7ポイント高い値です。
　この間，男女差も一貫してみられ，女性のほうが「親しみを感じ
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る」という回答が高い傾向があります。23年現在，男性は「感じ
ない」（52.0％）が「感じる」（47.1％）より 4.9ポイント高い一方
で，女性は「感じる」（58.1％）が「感じない」（41.2％）より
16.9ポイント高いという結果です。年代別・男女別のデータが開
示されていないため確定的なことはいえませんが，20代女性は韓
国に対してもっとも親しみを感じている集

クラスタ

団であると思われます。
韓国では近年，「イデニョ（20代女性）」と「イデナム（20代男性）」
の性向の違いが顕著になっていますが，日本でもイデニョの「韓
国」観は独特です。
　何がこうした違いをもたらしているのかは別途検討しなければい
けませんが，イデニョからすると，韓国そのものよりも，日本の高
齢男性の韓国観のほうが異質に映っているかもしれません。韓国と
聞いて，「K―POP」「コスメ」が思い浮かぶか，「徴用工問題」「自
衛隊機レーダー照射問題」が気になるかで，親近感が異なるのは当
然でしょう。

「他者の視点取得」という技法・姿勢

　私は大学で教えるうえで，少人数演習（ゼミ）では以下の 4点を
大切にしています。第 1に，「私」の興

イ ン タ レ ス ト

味＝関心や価値観を知るこ
とです。何をおもしろがり，何を大切にしているのかはそれぞれ異
なりますし，新しい学びや出会いを通じて変わっていきますが，ま
ずは「私」自身の偏りに気づくことから始まります。
　第 2に，他者の関心や価値観に関心を向けることです。そのた
めには，じっと耳を傾け，よく観察しないといけないでしょう。た
とえ「私」には関心がなくても，隣人がおもしろがっているもの，
世の中でヒットしているものがあれば，どこに人々は興味を持ち，
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なぜ情熱・時間・金をかけるのかがわからなければ，卒業後，「ビ
ジネス」（金儲けに限らず，他者とのやりとり）に困るからです。ここ
で意識的にトレーニングしてもらっているのが「他者の視点取得
（perspective-taking）」という技法や姿勢です。あの人，その人それ
ぞれの損得計算，絶対に譲れないことは何なのか，彼ら彼女らの目
に世界はどのように映っているのかを，そのまま

4 4 4 4

再現し，受けとめ
るのです。「竹島上陸（独島訪問）」という表記はそのためです。
　第 3に，「私」の関心や価値観について，他者に「お

インタレスティング

もしろい」
と思ってもらえるように伝えるということです。大学や教室では，
講義を聴いてくれる学生やレポートを読んでくれる教員がいますが，
消費者にそっぽを向かれた商品はコンビニの棚からすぐ消えます。
外交の世界でも，自国民や相手国国民だけでなく，広く世界市民か
らも「心と精神を勝ちとる」パブリック・ディプロマシーがますま
す重要になっています。
　第 4に，そうした自由で対等な「私」たちが集まり，「私たち」
としてどのように選択・決定するかということです。ゼミでコンパ
する場合もそうですし，韓国に対する外交政策も意思決定過程が問
われるでしょう。

「合理的理解」とは何か

　近年，「合理的配慮」という用語や実践を目にすることはないで
しょうか。これは，障害者差別解消法が 2021年 5月に改正され，
まずは行政機関，そして一般事業所においても「合理的配慮の提
供」が義務化されたことによるものです。ねらいは，障害があって
も，社会的障壁を取り除くことで，差別されることなく「健常者」
と等しく社会生活を営めるようにすることです。車椅子ユーザーは
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階段しかなければ自分で 2階に上がれませんが，エレベーターが
あれば一人で上がれます。障害（disability）は機能障害（impairment）

と社会的障壁（social barriers）の相互作用によって生じるもので，
個人と環境の関係性を「解きほぐす」ことで緩和することができる
という「捉え直し」が根底にあります。
　この「合理的配慮」，原語では rational accommodationといいま
す。accommodateという動詞には，「必要なものを提供する」「便
宜を図る」「収容できる」「調整する」「和解させる」「受け入れる」
などの意味がありますが，日本語の「配慮」や「思いやり」のニュ
アンスはありません。誰しも本来，対等な立場であり，相違や対立
がある場合に，それぞれが――特に「健常者」の側が――どのよう
に臨むのかという問いなのです。
　似た例として「思いやりの原理（principle of charity）」がありま
す。これは，テキストを解釈する際の指針を示したものですが，よ
り一般的には，相手はそれなりに筋の通った言動をしているはずだ
ということを前提に，こちらはその意図を汲みとりながら向き合お
うとする技法・姿勢を指します。ここでも「思いやり」という用語
が充てられていますが，本来，そういうウエカラ目線ではありませ
ん。
　人の間

4 4 4

で相違や対立があるのは当然です。韓国政府の言動，日本
国民のあいだでのさまざまな受けとめ方，異なる「韓国」観につい
て，「私」はどのように臨もうとするのでしょうか。ここで大切に
したいのが「合理的理解（rational accommodation）」というアプ
ローチです。それぞれの言動にはすべて，それなりの理由があり，
その人なりの意味づけや根拠があるということです。ひとまず，そ

4

のまま
4 4 4

受けとめるのです。評価，対応はそのあとで十分です。
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「現代韓国」というリミット

　本書では，主として現代韓国，「2020年代・大韓民国」のさま
ざまな姿を描いていますが，それに限られているわけではありませ
ん。特に第 12章では，「韓国の民族詩人」と形容されることが多
い尹

ユン

東
ドン

柱
ジュ

が東アジア近現代史のなかで捉え直され，「東アジアを移
動し，東アジアを生きた詩人」と評されています。こうした
「K-something」（「K文学」「K防疫」など）というナショナルな枠組
みでは決して捉えられない諸相がほかの章にも刻まれています。
　その尹東柱の詩碑が同志社大学今出川キャンパスにありますが，
近くの寺町通を下

さが

る（南に行く）と廬
ろ

山
ざん

寺
じ

があります。紫式部が
『源氏物語』を書いた邸宅があった処

ところ

です。主人公の光源氏の館
やかた

で
ある六条院は，もちろん作中の設定ですが，現在の五条通・六条通，
河原町通・富小路通に囲まれた区域にあったと推定されています。
こうした謂

いわ

れを知っていると，風景や物事の見え方が異なってきま
す。「いま・ここ」でリアルに街歩きしながら，そこここで「歴史
意識の断層」，フィクションと邂

かい

逅
こう

するのです。いまはカップルが
等間隔に座る鴨川も，三条河原や六条河原はその昔，刑場でした。
そんな風景も現在に重ね合わせてみえてくるでしょうか。そうした
「先に逝

い

った者たち」の声が聴こえてくるでしょうか。私たちはそ
んな歴史をどのように語り継ぎ，記憶することができるでしょうか。
　ソウルのおしゃれスポット，弘

ホン

大
デ

も同じです。たとえば「京義線
ブックストリート」は，「18世紀後半，本を通じて文治統治しよ
うとした朝

チョ

鮮
ソン

時代の第 22代国王・正
チョン

祖
ジョ
（1752-1800）の時代の

冊架図文化を現代的解釈により らせ本を通じた複合文化空間とし
て，旧京義線の廃線跡地に本をテーマにしたとおりとして誕生し
［た］」（韓国観光公社ウェブサイト）と案内されていますが，その「旧
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京
キョン

義
ウィ

線」を敷設したのは「大日本帝国」で，京
4

城（現ソウル）と新
義
4

州をつなぐ
4 4 4

のが主眼でした。新
シ ニ ジ ュ

義州は現在，朝鮮民主主義人民共
和国に位置し，中国とは鴨緑江をはさんで，中朝友

ゆう

誼
ぎ

橋で結ばれて
います。

ソーシャル・ディスタンシングという間合い

　コロナ禍では，物理的距離は保ちつつも，社会的なつながり
4 4 4 4

を強
めようという動きがそこここでみられました。医療はもちろん，配
達やゴミ集収などを担う人々，ふだん，私たちが直接やりとりする
ことはなくても，その存在なくしては日常生活が成り立たないエッ
センシャルワーカーのありがたさを痛感しました。マスク着用は
「自分が感染しない」ためというよりは「他人に感染させない」た
めでした。ひとえに，「私たち」が共に生き延びるためでした。
　しかし，「ポストコロナ」の日常を生きるなか，私たちはマスク
を外しただけでなく，そうした共生の知恵もすっかり忘れてしまっ
たかのようです。そもそも，コロナは終息

4 4

したわけでは決してなく，
ワクチン開発・接種，手洗いやうがいの継続などによって収束

4 4

して
いるだけです。マスク着用も「個人の主体的な選択」に委ねられて
いるとはいえ，依然として有効ですし，医療機関受診時や高齢者施
設訪問時には効果的とされています。
　social distancingは本来，「物理的距離（physical distancing）」（世
界保健機関〔WHO〕）とは異なる概念であり，社会的な紐帯・連携は
むしろ，切実に求められています。この間に増えた孤立（isolation），
失業，自殺は「個人の不運」ではなく，「社会問題」なのです。
　現在進行形（-ing）で提示されていることも示唆的です。そ

タ イ ム

のとき，
そ
プ レ イ ス

の場，そ
オケ ー ジ ョ ン

の状況（TPO）に応じて，適度に間合いをとる，そのつ
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ど「調整する（accommodate）」のです。
　はたして，韓国に対してどのような間合いをとるのがふさわしい
のでしょうか。さらに，「私」とはまるで異なる「韓国」観を持っ
ている人たちにどのように向き合うのが，自由で対等な人同士の関
係，人の間

4 4 4

でしょうか。
　本書は，13名の著者たちが 2023年 10月から 24年 2月にか
けて研究会を重ねながら，それぞれの distancingのありさまを赤
裸々に示し合うなかで生まれました。この絶えない対話のなかに
「あなた」も加わってみませんか。誰かが新たに加わること，この
世界に生まれることは，「新たな始まり」なのです。

いかにつながるか――13の視座

　本章はさまざまな「視座」から現代韓国を立体的に描くために，
3つの部，13の章に分かれています。
　第Ⅰ部「政治・社会・経済」では，まず，保守（右派）と進歩
（左派）がそれぞれ先鋭化し，両者のあいだではほとんど対話が成
り立たないくらい深刻化している「分極化」について，政治（第 1

章）と社会（第 2章）の両面から検討します。そうすることで，社
会的な亀裂が必ずしもそのまま政治的な争点になっていないことが
わかりますし，政治（国民国家）に等値できない社会はいかに可能
かの道筋もわずかながらみえてきます。そのズレが顕著なのが「家
族の姿」（第 3章）で，かつての「常識」のままでは，規範や秩序
の変容，多様な生き方を否認することになってしまいます。いまや，
あらかじめ決められたライフコースを歩むのではなく，ライフスタ
イルは「私」が選択するのです。経済（第 4章）も，「日韓逆転」
を衝撃／初

デフォルト

期値としてとらえるかによって，向き合い方や対処法が
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異なります。もちろん，少子高齢化，格差拡大，働き方改革，AI

時代のイノベーションなど，日韓には共通する課題も多くあります
ので，相互に参照しやすい事例，パートナーのはずです。
　第Ⅱ部「外交・安全保障」では，ますます不透明になる国際環境
における模索や戦略を参照します。分断状況にありながら統一を指
向しているはずの南北朝鮮関係は近年，「2つのコリア」の様相を
呈していますが，第 5章は演

えん

繹
えき

的に理論を構築したうえで事例に
適用とするという韓国研究では異色のアプローチを試みています。
第 6章は「日米韓の安保連携」について，「自衛隊＋在日米軍（日
米同盟）」と「韓国軍＋在韓米軍（米韓同盟）」は米インド太平洋軍を
通じて統合抑止力と対応力を高めようとしていることだけでなく，
朝鮮国連軍（その司令官は在韓米軍司令官であり，有事の際，米韓連合軍
の作戦も指揮します）と後方司令部（日本の横田飛行場におかれていま
す）を通じてもつながっていることも説明します。その歴史的経緯
を踏まえた現在的意義が切実でしょう。第 7章は「経済安全保障」
を取り上げ，米中対立の狭間で難しい舵取りが迫られる
「開

オープン・スモール・エコノミー

放型小経済」の苦悩と決断を描きます。尹錫悦政権になって，
「曖昧さ」や「バランス外交」から脱却し，経済面でも「日米韓」
の側に立つと明確にシフトしたというのです。それほど国内の「分
極化」は外交・安保，南北朝鮮関係に反映されているのですが，
「国防戦略」だけは超党派のコンセンサス（合意）があるというの
が第 8章の主張です。周辺の列強からたびたび侵略され，国家主
権を失ったこともあるなかで，「自主国防」が一貫して図られ，超
弩
ど

級のバンカーバスター（地下 100メートルまで貫通するといわれて

います）である「玄
ヒョン

武
ム

―5」が「国軍の日」パレード（2024年 10月

1日）で披露されたばかりです。「米国の核なきジュニアパート
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ナー」として，日本も反撃能力の向上に努めています。
　第Ⅲ部「文化・言語・宗教」では，人間

4 4

の生きざまや生死が問わ
れます。ドラマや文学を通じて韓国史を読み解く試みが増えてきて
いますが，第 9章は「映画」というレンズに映った韓国社会と，
映画という表象／フィクションがきっかけになって社会が変わるダ
イナミズムを明らかにします。挙げられている作品を動画配信サー
ビスなどで同時に視聴するのも，マルチコンテンツ時代における読
書の楽しみ方かもしれません。第 10章は「宗教」がテーマで，ど
のように弔い，継承／記憶するのかには，生者と死者のつながり方
や共同体のあり方が映し出されます。儒教の伝統が「家族の姿」も
含めて社会の規範や秩序を長らく規定していましたが，近代化，合
理化のなかで様変わりしています。それでも，いや，だからこそ，
「MBTI」などのポップ・スピリチュアリティもそこここでみられ
ます。第 11章は「韓国語」を日本語と対照させて，その特徴に迫
ります。この 2つの言語は似ているとよくいわれますが，何を基
準にするかをまず明確にしないと比較することはできませんし，歴
史的な変遷をたどらないと分岐もわかりません。「対照」させ，「比
較」するには，適切な方法をトレーニングする必要があります。第
12章には「韓国」よりも「朝鮮」のほうが出てきます。さらに，
「わからない」からこそ，人の間

4 4 4

で対話が始まり，続くという局面
を分節化しています。難漢字を「翻訳」することはあえてせず，ル
ビだけを付しています。辞書を引いたり，スマホで画像翻訳をした
りして，リテラシーを確かめてみてください。最後，第 13章は
「韓国にとって日本とはどういう存在か」を通じて，逆に「日本に
とって韓国は何か」も問う試みです。ひとつの確固たる見解が示さ
れていますが，大

たい

家
か

だからといって鵜
う

吞
の

みにするのではなく，等し
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く批評し合うのが「知的誠実さ（intellectual honesty）」の核心です。
　本書がほかの入門書と決定的に異なるのは，この精神と姿勢で真
に対話を続けてきたなかで生まれたということです。もちろん，
その過程では，13名の著者のあいだで異論や対立もみられました。
しかし，それぞれのアプローチを持ち寄り，協働することで，より
よいもの，そうでなければありえないものを読者に届けることがで
きるはずだという信念が支えになりました。
　こんにち，AIも含めて，いかにコラボレーションをおこなうか，
「新

イ ノ ベ ー シ ョ ン

しい組み合わせ方」を生み出すかに，「未来（未
いま

だ来
き

たらず）」
「将来（将

まさ

に来
こ

んとす）」がかかっています。
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